
                     

                                   

展
示 

生
け
花
、
絵
画
、
陶
芸
、
写
真
、
押
し
絵
、

刺
し
子
、
編
み
物
、
折
り
紙
、
押
し
花
、

ド
ー
ル
ハ
ウ
ス
、
切
り
絵
、
ビ
ー
ズ
、
篆

刻
、
竹
細
工
、
籐
か
ご
、
神
楽
面
、
絵
手

紙
、
書
、
盆
栽
、
刺
繍
、
夏
休
み
子
ど
も

教
室
参
加
者
作
品
等 

演
示 

 
▽
24
日
（
土
） 

大
正
琴
、
ひ
ょ
っ
と
こ

踊
り
、
手
話
ダ
ン
ス
、
オ
カ
リ
ナ
、
草
笛
、

ウ
ク
レ
レ
、
し
の
笛
、
フ
ラ
メ
ン
コ
、
ポ

ッ
プ
ス
、
童
謡 

▽
25
日
（
日
） 
フ
ー
プ
ダ
ン
ス
、
ギ
タ

ー
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
、
腹
話
術
、
コ
ー
ラ
ス
、

着
物
の
着
方
、
マ
ジ
ッ
ク
、
新
舞
踊 

模
擬
店 

焼
き
そ
ば
、
か
け
そ
ば
、
赤
飯
、
五
目
寿

司
、
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
、 

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
（
24
日
（
土
）
の
み
） 

ク
ッ
キ
ー
や
手
作
り
の
小
物
（
25
日
（
日
）

の
み
） 

喫
茶
室
：
コ
ー
ヒ
ー
、
紅
茶
、
パ
イ
ナ
ッ

プ
ル
ケ
ー
キ
、
白
玉
ぜ
ん
ざ
い 

※
模
擬
店
で
は
一
部
を
除
い
て
、
食
券
を

お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。 

体
験
コ
ー
ナ
ー 

▽
野
草
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト 

24
日
（
土
）
午
前
10
時
～
正
午
、
午
後 

１
時
～
３
時
、
ロ
ビ
ー
に
て 

▽
切
り
絵 

24
日
（
土
）
午
後
１
時
～
３
時
、
和
室
に
て 

▽
折
り
紙 

25
日
（
日
）
午
後
１
時
～
３
時
、
和
室
に
て 

健
康
相
談 

保
健
セ
ン
タ
ー
保
健
師
・
栄
養
士
に
よ
る
健
康

相
談 25

日
（
日
）
午
前
10
時
～
正
午
、
午
後
１
時

半
～
３
時
、
ロ
ビ
ー
に
て 

平
和
な
と
き 

 

松
林
分
館
主
催
事
業 

24
日
（
土
）
午
後
３

時
～
３
時
30
分
、
大
集
会
室
に
て 

平
和
へ
の
願
い
を
込
め
て
、
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
「
か
わ
い
そ
う
な
ぞ
う
」
他
と
平
和
の
歌
。 

 

【
主
催
】
「
だ
れ
で
も
な
ん
で
も
展
」 

実
行
委
員
会 

【
問
合
せ
】
公
民
館
松
林
分
館 

（
電
話
５
５
２
・
３
６
２
４
） 

 

                            

福生市武蔵野台 1-15-1 電話 042-552-3624 

Syourin 

福生市公民館 松林分館  No.１３９     平成２７年 10 月 

だれでもなんでも展にいってみよう！！ 
 10月 24日（土）･25日（日） 午前 10時～午後 4時 

 
「手をつなごうみんなでつくるなんでも展」 

今年も賑やかに楽しく、地域のミニ文化祭「第 35回だれでもなんでも展」が開催されます。

大勢の皆さんのご来館をお待ちしています。演示、展示、模擬店などお楽しみください。 



講
座
に
参
加
し
て 

今
年
は
、
戦
後
70
年
を
む
か
え
た
節
目

の
年
で
す
。
公
民
館
で
は
平
和
や
人
の
命

の
大
切
さ
を
改
め
て
学
ぶ
機
会
と
し
て
、

平
和
講
座
を
実
施
し
ま
し
た
。 

こ
こ
で
は
、
そ
の
二
つ
の
講
座
に
参
加

し
た
市
民
の
方
か
ら
感
想
を
お
聴
き
し

ま
し
た
。 

 

「
平
和
へ
の
願
い
」
～
戦
争
・
迫
害
・ 

犠
牲
か
ら
学
ぶ
～
に
参
加
し
て 

 

７
月
11
日
（
土
）
実
施 

講
師 

小
林 

岳
氏
（
早
稲
田
高
等
学
院
教
諭
） 

 

ユ
ダ
ヤ
の
人
々
を
救
っ
た
日
本
の 

シ
ン
ド
ラ
ー
こ
と 

杉
原
千
畝 

 

鈴
木 

聖
子  

こ
れ
ま
で
、
公
民
館
と
い
う
場
所
で
ど
の

よ
う
な
取
り
組
み
が
さ
れ
て
い
る
の
か
、
知

る
機
会
の
な
い
ま
ま
過
ご
し
て
お
り
ま
し
た
。

初
め
て
公
民
館
講
座
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
自
分
が
興
味
を
も
っ
た
こ
と
や
知
る
べ

き
こ
と
を
、
こ
こ
ま
で
深
い
内
容
と
充
実
し

た
時
間
で
学
べ
る
事
に
驚
き
ま
し
た
。 

今
回
、
私
は
公
民
館
講
座
「
平
和
へ
の
願

い
」
（
全
３
回
）
の
、
初
回
「
ユ
ダ
ヤ
の
人
々

を
救
っ
た
日
本
の
シ
ン
ド
ラ
ー
こ
と 

杉
原

千
畝
」
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

高
校
で
世
界
史
を
教
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
小

林
先
生
を
講
師
に
迎
え
て
の
二
時
間
の
講

座
は
、
非
常
に
分
か
り
や
す
く
丁
寧
に
進
め

ら
れ
、
配
布
さ
れ
た
資
料
と
共
に
お
話
を
伺

っ
て
い
る
と
、
ま
る
で
第
二
次
大
戦
中
の
リ

ト
ア
ニ
ア
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
て
い
く

よ
う
な
不
思
議
な
感
覚
に
陥
り
ま
し
た
。
杉

原
千
畝
さ
ん
に
焦
点
を
当
て
つ
つ
も
、
ビ
ザ

を
発
給
す
る
に
至
っ
た
経
緯
や
当
時
の
情

勢
を
、
広
い
視
野
と
豊
か
な
知
識
で
細
か
く

講
義
し
て
く
だ
さ
っ
た
か
ら
で
す
。 

単
に
「
杉
原
千
畝
さ
ん
を
見
習
お
う
」
と

い
う
こ
と
で
は
な
く
、
そ
も
そ
も
ユ
ダ
ヤ
の

人
々
が
命
を
か
け
て
ビ
ザ
を
求
め
る
よ
う

な
事
態
を
招
か
な
い
た
め
、
ま
た
、
悲
惨
な

歴
史
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
は
、
ど
う
し

て
い
っ
た
ら
良
い
の
か
。
小
林
先
生
の
講
義

か
ら
は
、
さ
ら
に
そ
の
奥
に
あ
る
根
本
の
課

題
を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
今
回
改
め
て

感
じ
た
の
は
、
問
題
や
課
題
、
過
去
に
起
き

て
し
ま
っ
た

事
に
つ
い
て
、

無
関
心
で
は

な
く
、
ま
ず
は

「
知
ろ
う
と

す
る
」
こ
と
の

大
切
さ
で
す
。

そ
れ
に
よ
っ

て
日
常
の
小

さ
な
事
柄
に

活
か
せ
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
知
っ
て
し
ま
っ

た
こ
と
で
思
い
が
け
ず
大
き
く
人
生
が
変

わ
る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
で
も
、

「
知
る
こ
と
」
を
恐
れ
な
い
気
持
ち
を
持

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。 

 杉す
ぎ

原は
ら

千ち

畝う
ね 

日
本
の
外
交
官
で
第
二
次
世
界 

大
戦
中
に
リ
ト
ア
ニ
ア
の
領
事
館
に
赴
任
。

そ
こ
で
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
の
迫
害
か
ら
逃
れ

て
き
た
ユ
ダ
ヤ
人
に
、
外
務
省
の
訓
令
に
反

し
て
ビ
ザ
（
通
過
査
証
）
を
発
給
し
、
お
よ

そ
６
千
人
の
避
難
民
の
命
を
救
っ
た
。
「
日

本
の
シ
ン
ド
ラ
ー
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。 

 

７
月
18
日
（
土
）
実
施 

講
師 

秋
山
典
子
氏
（
ド
イ
ツ
平
和
村
を 

 
 

サ
ポ
ー
ト
す
る
会
代
表
） 

 

ド
イ
ツ
平
和
村
体
験
談
～
戦
争
の

犠
牲
と
な
っ
た
子
ど
も
た
ち 

 

中
込 

百
枝   

私
た
ち
は
、
こ
の
講
座
に
公
民
館
の
文

学
サ
ー
ク
ル
「
ま
ほ
ろ
ば
の
会
」
全
員
で

参
加
し
ま
し
た
。 

松
林
分
館
に
足
を
運
ぶ
の
は
全
員
初
め

て
で
し
た
が
、
チ
ラ
シ
の
タ
イ
ト
ル
を
見

て
「
ぜ
ひ
行
か
ず
ば
な
る
ま
い
」
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
第
１
回
目
の
、
小

林
岳
先
生
の
緻
密
な
調
査
に
よ
る
杉
原
千

畝
の
お
話
に
は
感
動
し
ま
し
た
。 

そ
し
て
第
２
回
目
が
、
秋
山
典
子
さ
ん

の
ド
イ
ツ
国
際
平
和
村
の
体
験
談
で
す
。

戦
争
で
犠
牲

と
な
り
傷
つ

い
た
各
国
の

子
ど
も
た
ち

の
お
世
話
が

ど
ん
な
に
困

難
で
あ
る
か
、

想
像
を
は
る

か
に
超
え
た

お
話
で
し
た
。

平
和
村
の
存
在
は
、
私
の
意
識
の
底
に
は
あ

り
ま
し
た
が
、
遠
い
存
在
で
し
た
。 

「
ド
イ
ツ
国
際
平
和
村
は
、
ド
イ
ツ
の
市

民
団
体
に
よ
っ
て
、
戦
争
や
内
乱
に
巻
き
込

ま
れ
た
子
ど
も
達
を
救
済
す
る
た
め
に
Ｎ

Ｇ
Ｏ
と
し
て
誕
生
し
、
ド
イ
ツ
の
オ
ー
バ
ー

ハ
ウ
ゼ
ン
の
町
で
、
そ
の
ス
タ
ー
ト
が
切
ら

れ
た
。
そ
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
は
、
イ

ス
ラ
エ
ル
と
エ
ジ
プ
ト
の
６
日
間
戦
争
【
第

３
次
中
東
戦
争
】
で
あ
っ
た
。
傷
つ
い
た
子

ど
も
達
は
、
平
和
村
に
協
力
す
る
ド
イ
ツ
国

内
の
病
院
に
入
院
し
治
療
を
受
け
、
退
院
し

た
後
は
平
和
村
に
戻
り
、
言
葉
・
文
化
・
宗

教
を
越
え
て
、
友
だ
ち
と
助
け
合
い
な
が
ら

療
養
・
リ
ハ
ビ
リ
生
活
を
す
る
。
治
癒
し
た

後
に
そ
れ
ぞ
れ
の
母
国
に
帰
る
。」 

こ
れ
が
、
今
回
私
が
初
め
て
知
り
得
た
ド

イ
ツ
国
際
平
和
村
の
概
要
で
し
た
。
平
和
村

紹
介
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
な
か
に
「
戦
争
の
犠
牲
と

な
っ
た
子
ど
も
達
の
手
当
て
を
し
て
、
包
帯



（九死に一生を得た坂本氏） 

を
し
て
も
、
平
和
は
向
こ
う
か
ら
や
っ
て
こ

な
い
。」
と
い
う
文
言
が
あ
り
ま
し
た
。
私
た

ち
は
、
民
族
・
宗
教
を
越
え
た
争
い
の
な
い

世
界
平
和
へ
の
心
を
模
索
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。 

こ
の
話
を
聞
い
て
い
た
時
、
小
学
生
の
頃
、

書
初
め
に
「
四
海
波
静
也
」
と
書
い
た
の
を

思
い
出
し
ま
し
た
。
そ
の
頃
、
ド
イ
ツ
軍
が

ポ
ー
ラ
ン
ド
に
侵
攻
し
、
日
中
戦
争
の
最
中

で
あ
っ
た
の
で
、
四
海
（
世
界
）
も
波
だ
っ

て
い
た
で
し
ょ
う
が
、
平
和
を
願
う
気
持
ち

は
今
も
昔
も
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。 

講
演
会 

戦
争
体
験
談
～
九
死
に
一
生
を
得
た 

「
五
日
市
線
多
摩
川
鉄
橋
の
惨
劇
」 

 

８
月
22
日
（
土
）
実
施 

  
  

講
師 

坂
本
丁
次
氏
（
元
東
京
新
聞
社
会
部
記
者
） 

体
験
談
に
参
加
し
て 

笹
本 

泉 
 

 
 

 
 

今
年
は
戦
後
70
年
を
迎
え
る
年
だ
け
に
、

テ
レ
ビ
・
ニ
ュ
ー
ス
等
で
も
戦
争
の
話
題
が

多
く
、
戦
争
に
つ
い
て
知
る
こ
と
の
で
き
る

機
会
が
、
今
ま
で
以
上
に
あ
っ
た
の
で
す
が
、

戦
後
生
ま
れ
の
私
に
と
っ
て
、
戦
争
は
あ
ま

り
身
近
で
は
な
い
と
い
う
の
が
正
直
な
と
こ

ろ
で
す
。 

今
回
、五
日

市
線
の
多
摩

川
鉄
橋
で
の

体
験
と
伺
い
、

テ
レ
ビ
で
見

る
戦
争
と
は

違
っ
た
お
話
が
伺
え
る
の
で
は
な
い
か
と
、

初
め
て
公
民
館
の
講
演
会
に
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

講
演
前
の
ビ
デ
オ
で
紹
介
さ
れ
た
高
尾

駅
構
内
に
今
も
残
る
銃
撃
痕
は
、
そ
の
後
の

坂
本
さ
ん
の
お
話
と
共
に
、
戦
争
を
よ
り
身

近
に
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
戦
争
は
決

し
て
時
間
も
距
離
も
遠
い
出
来
事
で
は
無

か
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。
年
を
経
て
戦

争
体
験
者
の
方
々
が
高
齢
化
し
て
い
く
中

で
、
次
代
に
継
承
し
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ

と
難
し
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
の
度
は
、

貴
重
な
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

五
日
市
線
多
摩
川
鉄
橋
の
惨
劇 

昭
和
20
年
７
月
28
日
、
拝
島
駅
を
出
た
蒸

気
機
関
車
が
、
多
摩
川
鉄
橋
上
で
米
軍
機
ム

ス
タ
ン
グ
に
よ
り
機
銃
掃
射
の
攻
撃
を
受

け
軍
人
、
疎
開
児
童
ら
死
者
４
人
、
重
軽
傷

者
は
15
人
に
の
ぼ
っ
た
。
坂
本
氏
は
そ
の

汽
車
に
乗
り
合
わ
せ
、
危
う
く
難
を
逃
れ
た
。 

 

寿
生
き
が
い
ひ
ろ
ば 

 

「わ
ら
細
工
を
楽
し
む
」 

 

日
本
の
伝
統
文
化
で
も
あ
る
わ
ら
細
工

を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
ま
た
、
と
う
も

ろ
こ
し
の
皮
な
ど
自
然
の
素
材
を
生
か
し

た
作
品
に
も
挑
戦
し
ま
す
。
制
作
し
た
作

品
は
、
12
月
16
日
（
水
）
福
生
市
民
会
館

小
ホ
ー
ル
で
行
な
わ
れ
る
「
人
生
う
た
い

語
り
の
つ
ど
い
」
で
展

示
さ
れ
ま
す
。 

【
日
時
】

11

月

12

日
・
26
日
、
12
月
３

日
の
木
曜
日
午
後
１

時
30
分
～
４
時 

【
場
所
】
松
林
分
館
大
集
会
室 

【
対
象
】
市
内
在
住･

在
勤
の
方 

【
定
員
】
先
着
10
人 

【
講
師
】
近
藤
富
代
子
氏 

（
福
生
萌
芽
会  

副
会
長
） 

【
持
ち
物
】
ハ
サ
ミ
、
定
規
（
30

cm
）
、 

 

筆
記
用
具
、 

【
費
用
】
200
円
程
度
（
初
回
に
集
金
） 

【
申
込
み
】
10
月
18
日
（
日
） 

午
前
９
時
か
ら
。 

人
へ
の
や
さ
し
さ 

「
命
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
講
座
」 

～
社
会
を
変
え
る
種
ま
き
～ 

 

が
ん
、
交
通
事
故
や
自
死
な
ど
理
不
尽
な

か
た
ち
で
家
族
を
失
っ
た
方
々
か
ら
、
自
身

の
体
験
を
通
じ
て
、
社
会
を
変
え
て
い
く
た

め
の
活
動
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 【
日
時
】
10
月
２
日
・
９
日
・
16
日
・ 

30
日
の
金
曜
日
午
後
７
時
～
９
時 

【
場
所
】
松
林
分
館
小
集
会
室 

【
定
員
】
先
着
20
人 

【
講
師
及
び
テ
ー
マ
】 

第
１
回 

内
田
朝
代
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
若
者

の
自
立
支
援
す
み
れ
ブ
ー
ケ
理
事
長
） 

「
失
わ
れ
た
愛
は
愛
で
取
り
戻
す
」 

 
 
 
 
 
 
 
 

第
２
回 

村
尾
政
樹
氏
（
子
ど
も
の
貧
困
対

策
セ
ン
タ
ー
一
般
社
団
法
人
あ
す
の
ば
事

務
局
長
） 

「
社
会
を
あ
き
ら
め
な
い
。
25
才
の
挑
戦
」 

 
 
 
 
 
 
 
 

第
３
回 

小
河
光
治
氏
（
子
ど
も
の
貧
困
対

策
セ
ン
タ
ー
一
般
社
団
法
人
あ
す
の
ば
代

表
理
事
） 

「
ほ
っ
と
か
な
い
！
を
合
言
葉
に
」 

 
 
 
 
 
 
 
 

第
４
回 

菅
原
直
志
氏
（
あ
し
な
が
育
英
会

評
議
員 

「
誰
も
見
捨
て
な
い
社
会
に
」 

 

【
申
込
み
】
た
だ
今
受
付
中
！ 



講演会「裁判員裁判の現状と課題」 

裁判員制度は、市民が裁判員として刑事裁

判に参加し判決を決めるものです。 

平成 21年５月からスタートして６年が経過

し、昨年 12月までに全国で 41,834人の市民

が裁判員として刑事裁判に関わりました。 

 

この講座では、東京地方裁判所の裁判官及

び主任書記官を招いて、裁判員裁判の現状を

語っていただき、裁判に関わった裁判員の様

子や制度の課題などを探っていきます。 

 

日時 11 月 21 日土曜日 午後２時～４時 

場所 公民館松林分館 大集会室 

講師 前田 巌氏（東京地方裁判所裁判官） 

増田孝一氏（東京地方裁判所主任書記官） 

定員 先着 30人 

申込み 11 月５日(木)から公民館松林分館へ 

 

 

 

み
な
さ
ん
、
御
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

「
松
林
夏
休
み
子
ど
も
教
室
」
「
松
林
流
し
そ
う
め
ん
大
会
」
に
ご
参
加

い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

お
か
げ
さ
ま
で
、
子
ど
も
教
室
（
7
コ
ー
ス
）
に
74
人
の
子
ど
も
た
ち

が
参
加
し
、
サ
ー
ク
ル
の
34
人
の
方
々
が
講
師
や
そ
の
お
手
伝
い
と
し
て

御
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

流
し
そ
う
め
ん
大
会
に
は
70
人
の
み
な
さ
ん
が
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

楽
し
い
ひ
と
時
を
す
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

        

発
行
・
編
集 

公
民
館
松
林
分
館 

所
在
地 

武
蔵
野
台
一
丁
目
１５
番
地
１ 

電
話 

０
４
２
・
５
５
２
・
３
６
２
４ 

 

サークル紹介・会員募集 
きもの熱愛会 

タンスに眠っている着物はありません

か？わかりやすく簡単に着られる着付けを

習っています。先生のお話もとっても興味

深いですよ。私たちの仲間になりませんか。 

連絡先 佐藤（電話５５２－９８３８） 

活動日 第２・４水曜日 午後７時～９時 

会 費 月額 1,500円 

 

フラメンコ・セビージャ 

 ゆっくり丁寧な指導で明るく楽しく 

音楽に合わせて身体を動かしましょう。 

中高年男女の方、見学･体験待ってます。 

連絡先 佐藤（電話５１３－３４１６） 

活動日 第２・４金曜日 

午前 10時～11時 30分 

会 費 月額 4,000円 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  
 

 
 

 
 

 
 

           

 

公民館主催事業案内・募集については、「広報ふっさ」、「公民館ふっさ」ホームページ等でもお知らせします。 

（流しそうめんに並ぶ地域の子どもたち） （夏休み子ども教室～消しゴムハンコ） 

福生市公民館のホームページ（福生市ホームページ内公民館のページ） 
市ホームページ http://www.city.fussa.tokyo.jp/「教育」→「公民館」 


